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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
穏

や
か
に
明
け
た
新
年
が
、
よ
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
世
界
中
か
ら
選
手
が
集
い
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
競
い
、
交
流
す
る
こ
と

で
、
平
和
な
世
の
中
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

遠
野
市
は
、
小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
や
集
落
の
助
け
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
知
恵
を

寄
せ
合
っ
て
、
誇
り
を
も
っ
て
歩
め
る

仕
組
み
を
形
づ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。健

康
長
寿
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

栄
養
（
食
と
お
口
の
健
康
づ
く
り
）
、

身
体
活
動
（
運
動
）
、
社
会
参
加
の
三

つ
の
柱
を
意
識
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

鍵
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
は
、
年
を
と
る
と
支
援
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
介
護

や
買
い
物
、
通
院
、
雪
か
き
が
課
題
に

な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
民
の
皆
様

か
ら
会
費
を
い
た
だ
い
て
運
営
し
て
い

る
市
民
福
祉
団
体
で
す
。
民
生
児
童
委

員
や
自
治
会
長
、
社
会
福
祉
を
担
う
多

く
の
方
々
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の

命
や
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

遠野市社会福祉協議会

会長　臼　井　悦　男

「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
」

令和元年度遠野市社会福祉協議会
役員、評議員就任のお知らせ

理事（副会長）

【令和元年12月27日から令和3年6月開催の定時評議員会終結のときまで】

評議員

【令和元年12月18日から令和3年6月開催の定時評議員会終結のときまで】

氏　　　名

多　田　律　子

小笠原　　　晋

村　上　京　子

立　花　弥代子

菊　池　正　一

千　葉　とわ子

選任区分（社会福祉事業関係者)

綾織地区民生児童委員協議会会長

附馬牛地区民生児童委員協議会会員

松崎地区民生児童委員協議会会長

土淵地区民生児童委員協議会副会長

鱒沢地区任意民生児童委員協議会会長

達曽部地区任意民生児童委員協議会会長

氏　　　名

久　保　きよ子

選任区分（社会福祉事業関係者)

遠野市民生児童委員協議会副会長
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第２回ふれあい福祉のつどい開催

11
月
16
日
あ
え
り
あ
遠
野
に
お
い
て
、
第

２
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

福
祉
の
つ
ど
い
は
２
年
に
一
度
社
会
福
祉

関
係
者
・
市
民
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
福
祉

に
つ
い
て
学
び
交
流
を
深
め
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
１
部
は
、
前
回
大
変
好
評
い
た
だ
い
た
、

山
梨
県
甲
府
市
ふ
じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
内
藤
い
づ
み
先
生
に
よ
る
特
別
講
演

「
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
き
て
い
く
」

第
２
部
に
は
、
内
藤
い
づ
み
先
生
と
俳
優
の

近
藤
正
臣
氏
と
の
特
別
対
談
「
つ
な
が
っ

て
、
支
え
合
っ
て
、
認
め
合
う
関
係
へ
」
が

行
わ
れ
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
福
祉
で
遠
野
づ

く
り
」
を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
県
内
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
ご
参
加
を
頂
き
、
参
加
者
数
３
１

０
名
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
「
感
動
し

た
」
「
自
分
の
最
期
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」
「
ま
た
聞
き
た
い
」
等
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
開
催
を
き
っ
か
け
に
「
福
祉
で
遠
野
づ

く
り
」
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

講師：内藤いづみ先生俳優：近藤正臣氏

農福連携地域づくり事業「マイ・ホウキ作り」に挑戦
今年度、農福連携事業の一環で「マイ・ホウキ作り」に挑戦しました。地域の

ボランティアさんの協力をいただいて、畑にホウキ草の種をまき秋の収穫には、

見事なホウキの原料に育ちました。

ホウキ作り講座には地域の方々10名が参加し、指導の小友定吉さんから手ほど

きを受けました。６本束ねた芯に順次３本ずつホウキ草をワイヤーで編みながら

「ああでもない、こうでもない」とほぐしては編み直し、１日がかりでしたが皆

さん力作の座敷ボウキが出来上がりました。

来年度も挑戦しながら、少しずつ地域に広がって将来はホウキの産地になれ

ば、と参加者の皆さんは意気込んで作業を行なっていました。

「こうやって、こうやって」と指導を受けました 皆さん真剣に作業中
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台風１９号災害義援金のご協力ありがとうございます。
10月26日に遠野駅前特設会場で、秋の収穫祭が開催さ

れ、ねまるべ遠野コーナーでは台風19号被害復興バザー

を開催、そのだつくしさんの似顔絵の販売コーナーやひ

っつみ汁、日用品のバザーを行ない売上金全額を災害義

援金としてご協力いただきました。また、遠野高等学校

生徒会様、鱒沢小学校児童会様からも災害義援金をお寄

せいただきました。この義援金は、岩手県共同募金会に

全額送金され台風19号で被災された市町村の復興に活用

されます。

温かいご支援大変ありがとうございました。 ねまるべ遠野　様　184,726円

遠野高等学校生徒会　様 1,544円 鱒沢小学校児童会　様　8,000円

令和元年度歳末助け合い演芸大会に参加
遠野市地域婦人団体協議会主催の歳末助け合い演芸大会が12月8日に遠野市民センター大ホールで

開催され、市民のみなさま大勢がご来場され満員の会場のなか、各町から歌や踊り、寸劇などの出し

物が披露され、たくさんの拍手で賑わいました。

当社会福祉協議会でも職員40人が特別出演で参加し、『みんながみんな英雄』をリズム体操で披露

しました。　

その際、海老糸子会長から壇上で社協臼井悦男会長へ寄附金の贈呈がありました。

この寄附金は、地域福祉活動に有効に活用させていただきます。

社協職員のみごとな精鋭たち 海老会長から目録を受ける臼井会長
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「静岡みかん」をお届けに来ました！！

12月21日に、静岡県の特定非営利活動法人「静岡県ボランティア協会」

様が「クリスマスサンタ隊」として来遠され、本会にたくさんのみかんを

お届けくださいました。

この取り組みを行なっている静岡県ボランティア協会は、東日本大震災

の被災地復興を願い『岩手県被災沿岸部に静岡のみかんをお届けしま

す！！』のイベントを開催し、静岡県民や市民のみなさまからみかんや寄

附金をご提供いただき、岩手県内各沿岸被災地の仮設住宅で生活している

方々や保育園、福祉施設等にお届けする活動を行なっており、今回で９回

目のご支援をいただきました。

静岡県民、市民の皆さまの心温まるご寄付たいへんありがとうございま

した。

２０２０年「障がい者の成人を祝う会」開催
今年度の障がい者交流事業「成人を祝う

会」が、１月13日（成人の日）に遠野市総

合福祉センターで開催されました。

今年度で７回目を迎えたこの会は、新成

人２名とご家族を囲み、ご来賓や関係者合

わせて73名が出席し祝福しました。

ご臨席下さいました本田遠野市長からご祝

辞をいただき、「皆さんと共に歩む遠野市

を作りましょう」と激励をいただきました。

祝宴では成人者の友人から歌のお祝いや、メッセージビデオで

２人の思い出アルバムの鑑賞、ゲームで交流するなど楽しい一時

を過ごしました。

また、社会福祉協議会菊池常務理事から記念品の贈呈や、手を

つなぐ育成会のお母さん方による手作り料理が振る舞われるな

ど、大人としての第一歩を皆さんでお祝いしました。

成人おめでとうございます。

成人の感想を述べました

参加者の皆様の集合写真

ふれあいホーム上郷 ふれあいホーム薬研淵

ふれあいホーム小友 ショートステイ上郷

地域福祉情報
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地域福祉情報

このコーナーは、遠野市内の福祉事業所で活躍する“若手職員”にスポット

をあて、仕事内容の紹介や仕事で工夫していること、また、現在事業所で挑戦

していることなどを情報発信するコーナーです。

デイサービスセンター風音で調理員兼介護職員として働いてお
ります菊池光紗です。
高校を卒業して一旦遠野から離れましたが、遠野に戻ってきて

５年仕事を続けてきました。やっぱり地元で働くことができてい
いなと感じています。
私は明るくて元気なこと、いろんな人と話すことがすきです。
私の働いているデイサービスセンターは高齢者、障がい者、障

がい児が利用し、同じ空間で過ごしている施設です。これはあま
りない施設です。
利用者様には家にいる時と同じようなアットホームな雰囲気で

過ごしていただくことができるよう日々努力しています。
昼食やおやつもほとんど手作りのものを提供して、毎月新メニ

ューを考えています。
うちの大イベントである夏祭りは、地域の皆様と協力して、子

どもたちにも参加、お手伝いいただき、年々スケールアップして
いっています。
私は一人で介助が出来た時、利用者様に名前を覚えていただい

て呼んでもらえた時、新しいメニューも今までのメニューでも
「おいしい」と言っていただけることがうれしいです。
そして、利用者の皆様を見送る時、「また来るね！」と言ってい
ただけた瞬間にこの仕事をしていてよかったなぁと思います。
利用者様からのありがとう、また来るねと言っていただける瞬

間が増やしていけるよう協力して自分自身を磨いていきたいと思
います。次のバトンは石上の園、生活支援員　阿部智美さんに繋
ぎます。

私は遠野市社会福祉協議会のショートステイ上郷で介護福祉士
として働いている佐々木沙希です。働き始めて5年になります。
趣味は、漫画本を読んだりゲームをしたりすることです。最近は
好きな俳優さんの舞台を見るのも楽しみの一つです。
ショートステイでは、短期間泊りに来られる利用者さんの生活

のお手伝いをしております。4月に配置変えとなり慣れない所も
ありますが、利用者さんが自宅と同じように安心して過ごしてい
ただけるよう、心がけています。
時々ではありますが、おやつ作りなども行っております。少し

前には芋の子汁を作りました。いつもは見られない利用者さんの
調理をする姿は、手際が良く主婦をしていた昔の一面を見ること
ができる貴重な体験でした。食べるときも「一段とおいしい」
「また作りたい」と言ってもらえ、喜んでもらえました。
入居していた利用者さんがいつもより元気になった、楽しかっ

たと思って自宅に帰ってもらえるよう、一緒に暮らしているご家
族さんの力になれるよう、これからも精一杯支援していきたいと
思います。次のバトンは老人保健施設とおの、介護職員（介護福
祉士）久保田幸恵さんに繋ぎます。

株式会社工房ＺＥＲＯ

介護事業部

デイサービスセンター

「風音」

調理員兼介護員

菊池　光紗さん

遠野市社会福祉協議会

ショートステイ上郷

介護福祉士

佐々木　沙希さん
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◎日　　時：令和２年 ３月６日（金）
◎募集人数：40名
◎応募資格：市内に住所を有し、介護保険法の規定により、要介護または要支援と認定された方を

在宅で介護している家族の方。

◎参 加 費：3,000円
◎申込〆切：令和２年２月16日（日）まで

（受付時間：８時15分～17時15分まで）

◎申込方法：電話で直接お申し込みください。
申 込 先：遠野市社会福祉協議会 在宅福祉課

☎ 62-8459
◎そ の 他：①要介護・要支援者のショートステイ利用については、担当の介護支援専門員

（ケアマネジャー）と調整し手続きをお願いします。

②定員を超える申し込みがあった場合は、抽選とさせていただきます。

③参加者には、後日、郵送にて詳細をご案内いたします。

④今年度は宿泊型の旅行はありません。

・この事業は遠野市から委託を受け実施するものです。

令和元度 遠野市家族介護者交流事業（元気回復事業）

「介護者の集い」参加者募集 ！
～三陸鉄道で行く気仙沼温泉日帰りの旅～

在宅で高齢者等を介護している家族を対象に、旅行に参加していただき、介護からの一時的な開

放とともに介護者相互の交流を推進し、心身の元気回復（リフレッシュ）を図ることを目的として

行います。

3/6

（金）

８：30

遠野市総合福祉センター

出発

（バス移動）
9：20

釜石駅

実施日 行　　　　　程

三陸鉄道南リアス線
10：25

盛駅
（バス移動）

10：40　　　11：40

酔仙酒造大船渡蔵

見学・試飲

（バス移動）
12：30　　　　 14：30

気仙沼温泉

昼食・入浴（タオル付）

14：40　15：15

おさかな市場

買い物

（バス移動）

15：45　　　　　　16：30

道の駅高田松原

東日本大震災津波伝承館見学

17：30

遠野市総合福祉センター

到着・解散

（バス移動）



◆受付期間：令和２年１月17日（金）～ 令和２年２月７日（金）まで
※　受付時間は平日の8時15分〜17時15分まで
郵送の場合は２月６日消印有効

◆試験日時：　 令和２年２月16日（日）８時30分～

◆試験会場：遠野市総合福祉センター「会議室」

◆試験内容：作文試験・面接試験　（書類選考あり）

◆受験手続：受験の申込みの際

①市販履歴書に必要事項を記載し、遠野市社会福祉協議会事務局へ提出してください。

②資格の登録証等の写しを同封してください。

③郵送する場合は、封筒の表に「採用履歴書在中」と朱書きし郵送してください。

④申し込み後、こちらで受験資格を審査し決定後に受験通知書を郵送します。

◆勤務先、勤務条件等
（１）・資格要件①〜⑥の者は経験年数及び勤務年数により「正職員」または「準職員」採用

・資格要件⑦の者は「臨時職員」または「非常勤職員」採用
・60歳以上の採用は「非常勤職員」採用で、勤務条件は当会の規定によります。
※準職員･･･給与及び賞与が正職員と適用を別にする者。（常勤職員）

（２）登用制度：資格・経験等一定の基準を満たし登用試験合格により正職員への登用あり。
（３）勤 務 先：遠野市社会福祉協議会の介護保険事業所【各デイサービス、ショートステイ

上郷、訪問看護ステーション、ヘルパーステーション薬研淵】での勤務。
（４）勤務時間：8時15分～17時15分　

※勤務時間帯は、身分・職種により異なります。（1ヶ月単位の変形労働時間制）
（５）休　　日：1ヶ月を通じて9日間(常勤の場合)
（６）休　　暇：年次有給休暇、各種特別休暇
（７）福利厚生：健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険
（８）その他、労働条件は当会の就業規則、労働基準法の定めによります。

◆採　用　日：原則 令和2年4月1日採用となります。（中途採用は相談に応じます）

８とおの社協　福祉だより2020.１

① 社会福祉士

②　看護師又は准看護師

③　理学療法士

④　介護支援専門員

⑤　介護福祉士

⑥　栄養士

⑦　介護員(ヘルパー2級及び介護職員初任者研修者以上)

資　格　要　件

令和２年度採用職員（第２次）を募集します

１名（常勤）

３名（常勤・ﾊﾟｰﾄ可）

１名（常勤）

１名（常勤）

２名（常勤・ﾊﾟｰﾄ可）

１名（常勤）

当会の規定により

【正職員、準職員】

１３９，０００円

～２３１，０００円

【非常勤職員】

時給制

８２８円〜１,１１２円
【その他】
・賞与は6月、12月の年２回支給

・経験加算、職種手当有り

採用予定者数 給 与 等

≪問い合わせ≫　社会福祉法人　遠野市社会福祉協議会 　担当：総務企画課　菊池健也
〒028-0541　遠野市松崎町白岩字薬研淵１－３　　☎０１９８‐６２‐８４５９

・上記のいずれかの資格を有する方、もしくは令和2年3月31日までに資格取得見込みの方

・普通自動車1種免許取得している方

=新卒者・中途採用可=

若干名
（常勤・ﾊﾟｰﾄ可）

◆採用予定人員・受験資格



2020.１ ９ とおの社協　福祉だより

◆なるべく電話での事前予約をお願いします。

一人で悩まずにお気軽にご相談ください。
《電話での相談も受け付けております》

◆遠野地区：遠野市総合福祉センター相談室
☎６２－９２６０（開設時のみ）

相談日：毎月第１、第３金曜日（10時～16時）
相談員：留場セイ子

◆宮守地区：宮守総合支所相談室
☎６７－２８３３（開設時のみ）

相談日：毎月第３水曜日（10時～15時）
相談員：河野美智子　

◆なるべく電話での事前予約をお願いします。

＝遠野ひまわり基金法律事務所＝
沼　徳之　弁護士（岩手弁護士会所属）

日常生活の心配ごとや法律上の問題など、弁護士が
相談に対応します。お気軽に相談ください。

◆相談日（10時～17時）

※都合により、相談日及び時間が変更になる場
合がありますので予め電話で確認願います。

◆一人30分から１時間以内とさせて頂きます。
◆予約が必要です。
◆予約・問い合わせ 遠野市社会福祉協議会
地域福祉課　　　　☎６２－８４５９
宮守福祉センター　☎６７－２８３３

２月 ７日（金）、21日（金）

３月 ６日（金）、20日（金）

２月 19日（水）

３月 18日（水）

相談日 場　　　所

２月19日（水）宮守総合支所

３月20日（金）遠野市総合福祉センター

「2019　クリスマス交流会」

本年度の在宅障がい者交流事業「クリスマス交流

会」が12月14日に遠野市総合福祉センターで開催さ

れました。

ボランティアによる料理に舌鼓を打ち、デザート

にはテーブルごとにデコレーションしたクリスマス

ケーキをいただきました。ケーキの飾り付けは、相

談しながら慎重に進めていくところもあれば、自分

の陣地を決めて思いのままに彩っていくところもあ

り、参加者の個性が光る作品となっていました。

また、参加者有志による余興は、今年の大ヒット

曲である「パプリカ」に合わせての手話コーラスや

ダンスが披露されました。どきどきのプレゼント交

換では皆さんお目当てのものがゲットできたよう

で、笑顔が零れていました。

和やかな雰囲気で交流できたこの会は、来年度も

実施予定です。皆様奮ってご参加ください。

萩野礼子氏
「岩手県文化芸術祭」最優秀賞受賞

第27回岩手県障がい者文化芸術祭が11月23日

ふれあいランド岩手で開催され、工芸部門でみ

ごと最優秀賞を受賞されました。

作品は、「晩春のさわやかな彩り」と題し、

日々こつこつと制作した手作りの工芸品を出品

されたもので、萩野さんは、かれこれ10年前か

ら様々な作品を作ってきた経験が今回の受賞に

つながりました。

この受賞を機に今後も自分なりの作品作りに

頑張りたいと意気込んでいました。受賞おめで

とうございます。

ケーキにデコレーション中 「パプリカ」の曲でダンスを披露 最優秀賞をいただいた作品です
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菊
　
池
　
松
　
美

銀
雪
に
冬
満
月
の
照
る
あ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
（
青

笹

町
）
　
菊
　
池
　
一
　
夫

「
年
賀
状
」

同
級
生
賀
状
に
ほ
っ
と
八
十
路
か
な
　
　

（
小

友

町
）
　

菊
　
池
　
昭
　
夫

温
っ
た
か
な
孫
の
賀
状
を
濡
ら
す
雪
　
　

（
附
馬
牛
町
）
　

藤
　
田
　
京
　
子

御
無
沙
汰
を
詫
び
て
新
ら
た
な
年
初
め
　

（
附
馬
牛
町
）
　

藤
　
田
　
安
　
治

遠
縁
の
無
事
の
知
ら
せ
の
年
賀
状
　
　
　

（
松

崎

町
）
　

鈴
　
木
　
行
　
雄

令
和
に
て
初
の
年
賀
に
皆
笑
顔
　
　
　
　

（
土

淵

町
）
　

立
　
花
　
ヤ
　
エ

令
和
の
新
年
健
康
で
明
る
く
楽
し
く
と
　

（
土

淵

町
）
　

大
　
洞
　
正
　
男

令
和
の
初
年
賀
状
書
く
喜
び
　
　
　
　
　

（
青

笹

町
）
　

菊
　
池
　
松
　
美

年
賀
状
毎
年
減
る
の
淋
し
い
ね
　
　
　
　

（
宮

守

町
）
　

平
　
賀
　
敬
　
子

◆
「
奥
の
細
道
」
俳
句
・
川
柳
募
集

題
材
「
初
夢
」
ま
た
は
「
初
詣
」
（
自
信
作
を
一
句
）

２
月
28
日
必
着
。
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
投
句
先
　
遠
野
市
松
崎
町
白
岩
字
薬
研
淵
１
‐
３

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
奥
の
細
道
」
係

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
氏
名
の
記
載
が
な
い
も
の
や
題
材
が
違
う
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

遠野市地域婦人団体協議会

会長　海老糸子様

荻野清子様静岡県ボランティア協会様遠野市母子寡婦福祉協会様

【
お
詫
び
】

前
号
（
81
号
12
ペ
ー
ジ
）
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

（
誤
）
　
（
鱒
沢
町
）

（
正
）
　
（
宮
守
町
鱒
沢
）


